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環境課（市庁舎６階、☎65・4135）問い合わせ

市政のお知らせを放送しています
◆ テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 

毎日４回放送していて、市ホームページ
からもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）９：15～９：20
おびひろ広報メモ

（FM-WING76.1MHz）９：30～９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109、FAX 23・0156、
Ｅメール report@city.obihiro.hokkaido.jp）
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　ごみの減量や資源化
に関心を持ってもらう
ため、春のリサイクル
広場を開催しました。
　電動生ごみ処理機や、
カラスよけサークルな
どを展示したり、家庭
ごみを減量するための
アイデアなどを紹介し
ました。
　ごみの減量や飛散防
止の取り組みには、市
民全員の協力が不可欠
です。身近なごみについて、改めて考え、環境にやさし
いまちを目指しましょう。（６月１～３日、市民ホール）

　地元生産者が農産物を
販売する夕市では、毎
週８店舗程度が並び、季
節ごとの野菜や加工品
などを購入することが
できます。
　初日のこの日は、開始
時間前から 50 人以上の
来場者が列をなし、待
ちに待っていたお客さ
んたちが、新鮮な野菜
やマッシュルームのほ
か、花の苗などの買い
物を楽しんでいました。夕市は、10 月 27 日までの毎週木
曜日に開催していますので、地元のおいしい農産物などを
皆さんもぜひ味わってみてください。（６月２日、とかち大
平原交流センター）

　ゼロカーボンシティとは、2050 年までに二酸化炭素排出量の実質ゼロ（カー
ボンニュートラル）を目指し、全市一丸となって取り組むことを表明した自治体
のことです。
　帯広市は、昭和 34 年に初めて総合計画を策定して以来、都市機能と自然が
調和する田園都市の理念を継承し、持続可能なまちづくりを進めてきました。
　今後も、豊かな自然環境を保全しながら、利便性の高い住みよいまちづくりを
進め、都市としての価値を高めていく必要があります。
　このため、帯広市は環境モデル都市として積み重ねてきた実績を基盤に、地域
特性を活かした脱炭素の戦略を描き、「2050 年ゼロカーボン」の実現を目指します。

カ メ ラ レ ポオビヒロ帯広市は６月に
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春のリサイクル広場

今年も夕市が始まりました

　

河
口
が
い
く
筋
に
も
分
か
れ
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
ア
イ
ヌ
語
「
オ
ペ
レ

ペ
レ
ケ
プ
」
が
由
来
の
「
オ
ビ
ヒ
ロ
」。

清
ら
か
で
豊
か
な
水
源
を
有
す
る
帯
広

市
に
は
、
十
勝
川
や
札
内
川
を
は
じ
め
、

無
名
川
も
含
め
る
と
、
百
以
上
の
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
帯
広
川
に
架
か
る
「
鎮し
ず
め
ば
し橋
」

の
工
事
に
関
す
る
報
道
を
見
ま
し
た
。

小
学
生
だ
っ
た
頃
、「
し
ず
め
ば
し
？

川
に
沈
ま
な
い
た
め
に
あ
る
橋
の
名
前

に
、
な
ぜ
”
沈
め
“
な
ん
て
つ
け
た
ん

だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
当
時
、
川
が
氾
濫
し
た
こ
と
が

あ
り
、「
川
の
水
が
あ
ふ
れ
た
ら
大
変

な
の
に
・・
」
と
感
じ
て
い
た
た
め
、「
沈

め
橋
」
と
い
う
言
葉
か
ら
く
る
語
感
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

長
じ
て
、
勢
い
を
抑
え
る
こ
と
、
自
然

な
ど
に
宿
る
神
々
の
怒
り
を
収
め
る
こ

と
を
意
味
す
る
「
鎮
め
る
」
と
い
う
漢

字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
と
知
り
、
納
得

が
い
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

川
は
、
古
く
か
ら
生
活
用
水
や
農
耕

に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
物
資
の

輸
送
・
交
通
機
能
も
有
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
人
々
の
生
活
や
経
済
の
基
盤
づ

く
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

海
外
の
都
市
も
、
水
運
に
支
え
ら
れ

て
発
展
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
パ
リ

市
の
紋
章
に
は
、
こ
ん
な
標
語
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
―
「
漂
え
ど
も
沈
ま
ず
」。

　
「
た
ゆ
た
え
ど
も
沈
ま
ず
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
小
説
に
も
な
っ
て
い
る
た

め
、
ご
存
知
の
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
パ
リ
を
流
れ
る
セ
ー
ヌ
川
の
氾

濫
に
よ
る
水
害
を
何
度
も
乗
り
越
え
て

き
た
歴
史
や
、
一
つ
の
こ
と
に
固
執
せ

ず
、
さ
ら
り
と
受
け
流
す
こ
と
を
美
徳

と
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
気
質
を
表
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

船
は
、
荷
物
を
積
み
過
ぎ
る
と
沈
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
沈
ま
な
い
た
め
に
は

何
か
を
捨
て
、
軽
く
な
る
し
か
な
い
。

私
は
物
事
が
う
ま
く
進
ま
な
い
時
に
は
、

こ
の
言
葉
を
そ
う
捉
え
て
「
残
す
べ
き

も
の
は
何
か
、
捨
て
る
べ
き
も
の
は
何

か
」
と
自
分
に
問
い
か
け
て
み
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
川
は
、
人
の

生
き
方
や
気
持
ち
の
在
り
様
に
例
え
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。

　

身
近
に
豊
か
な
自
然
を
感
じ
ら
れ
る

帯
広
の
川
。
毎
年
、
町
内
会
の
皆
さ
ん

が
中
心
と
な
り
、
全
市
一
斉
河
川
清
掃

に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
40
年

以
上
も
続
く
活
動
で
、
今
年
も
９
河
川

で
２
千
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
水
道
水
の
源

で
あ
る
札
内
川
で
は
、
企
業
や
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
気
の
良
い
日
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
手
で
、
き
れ
い
な
景
観
や
環
境
が
守

ら
れ
て
い
る
川
辺
に
出
掛
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■カーボンニュートラルとは？
　カーボンニュートラルとは、2050 年までに温室効果ガスである二酸化炭素の

「排出量」から、植林や森林管理などによる二酸化炭素の「吸収量」を差し引いた合
計を「ゼロにすること＝実質ゼロ」とする考えです。2020 年 10 月、政府はこの考
えを基に 2050 年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする（カーボンニ
ュートラル）、脱炭素社会の実現を目指すことを宣言しました。

■帯広市の今後の取り組み
　2050 年ゼロカーボンの目標を達成するため、市民・事業者・行政などが協働し、
新たに策定する計画に基づき温室効果ガス排出削減の取り組みを進めていきます。
計画については、関係機関や市民の皆さんから意見をいただきながら、令和６年
度からの開始に向けて策定していきます。

ゼロカーボンシティを表明しました

「 川 」に 思 う

帯広市長　米沢 則寿

夢かなうまち

 おびひろ

市長コラム


